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団
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相
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告

ル
ワ
ン
ダ
難
民
の
窮
状
を
現

地
で
視
察
し
た
宮
既
合
同
の
調

諒
闇
が
十
二
日
、
村
山
宿
直
樟

親
ら
に
調
査
結
果
を
搬
告
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
現
地
で

そ
擾
活
動
に
か
か
わ
る
非
政
府

組
織
(
N
G
O
)
や
敵
性
派
遣

同
体
が
、
住
居
、
食
料
な
ど
の
ー

後
方
支
援
を
口
碑
で
行
う
「
自

己
先
細
聴
」
を
も
っ
て
い
)
窯

を
強
調
。
各
国
が
雄
蝶
を
効
果

的
に
活
用
し
て
い
る
実
態
を
紬

畔
」
を
も
っ
た
組
織
の
派
道
が

曽
ま
し
い
と
細
論
づ
げ
、
自
衛

蝶
に
よ
る
人
間
貢
献
を
促
す
考

え
を
強
く
に
じ
ま
せ
て
い
る
。

政
時
と
し
て
は
、
こ
の
搬
告
を

も
と
に
人
間
貢
献
の
是
非
や
方

法
に
つ
い
て
、
年
期
に
結
論
を

出
し
た
い
購
え
だ
が
、
与
帝
国

の
調
箱
に
手
間
取
る
恐
れ
も
あ

り
、
最
終
決
定
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
車
種
酢
も
あ
る
。

公
邸
で
耀
告
を
受
け
た
後
、

介
し
た
う
え
で
、
「
自
己
売
裾

村
申
出
用
は
「
人
的
貢
献
に
つ

い
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
優
か
ら
検

品
し
て
ほ
し
い
。
同
時
に
与
党

と
も
十
分
朝
雄
し
て
進
め
る
小

葉
が
あ
る
」
と
記
者
用
に
述
べ

た
。
ま
た
、
五
十
嵐
宮
所
長
出

も
宮
邸
で
記
者
団
に
対
し
「
‖

筋
螺
の
派
遣
も
合
め
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
梗
詳
し
、
与
党
と
相

談
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
語
り
、
与
党
間
で
頂
重
に
検

証
を
進
め
る
若
者
を
示
し
た
。
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待集 南アフリカシンポジウムに向けて

RたP復興・開発の基礎

お帰りなさい(毅のサヘル帰国殺害会)

アフリカ理蹄講座報告

貴通のアフリカ・ニュースから

今月のアフリカ・イベント

会報発千手の挨拶・お知らせ

A f rica-Japan Forum



1 0_ 8ミ/ンフポジウム
「新生南アフリカと禾ムたち」へむけて

10月間鞄こ軸ナ高崎している「電動の

雨龍怒謁」シンポジウムについて、みなさ

まにお伝えしたい

①シンポジウム「新笠前ワリカと私たち」に

ついて

この10月はアフリカ閲裟義(TICAD) `

そして私たちアブ)カ日羽撥絵誕生のきっか

けとなったアブ)かシンポジウム1周年であ

る。

10月6白の嘔際腕力の日」に合わせる力た

ちで 噸腕力につしてのシンポジウム」を

ァフl)カ目端羅麗会らし↓侍色をもったものと

して租、たいと、企画uまじめたのが6月oお

りしも世界が注目した南アフリカ飽興

奮がまださめやらぬころo擬穀)頚続演展

開葉子と、運叢襲譜距玖史(日本蔀師ラン

ティアセンタつね諦ア甥期弼彊動ゝら帰って

きて間もない璃朗だった。

今ま嘲離艦動の団本としてあったAN Cが

政権を申時制こ担う事となり、アパルトヘイト

綽鼠ゴ慾わった今まで反カリレトヘイトとし

て、またア)Vレトヘイト下萄勤してきた私

たちは今後どのように協力数いったらい

い伽もまた、日脚フリカノへの多額

側溺肋諌定されODAも進められるな力で、

脚の執、ODA擾賑市民としてNGOと

してなにか蝶蕾までき曲、だろうか南アフリ

ヵだけでなく他のアフリカ醐蛭麟覇絡踏ま

えて南アフリカ、神田ま繭郭アフリカ〆切協

力を考えられなし融といっ楼輪を重ねて、

「シンポジウムの目的」‾が固まっていった

棚喰人超勤睡蓮を終えて、緬既設)スタ

ートとなった南アフリカを取り出ズ日本の私

たちがその難詰こどう責離きるか今までは

宮・企業・ NGOとばらばらであった効蕉協

力だ斌いかに凄乱の支艶肋に提言できる

れその方法をシンポジウムの場で模索する。

7月9目の「会員夏のつれ守で描洞らせ

したがそれ螺シンポジウム鞄滝動を、

③のように始めている○

②膏アブノカの現状

前璃淡の様子教照る事力洞より璽要であるo

6別5日、南アに肋めってきた団体∵個人で

形戎している「南ア麹簑ネットワーク」の会合

で3月末から5月初めまで南アフリカで取材

をされ植弼轟諸の月爛剛さんから請書をうか

がう機動あったのでその中から南アの糊

を紹介する。

選萄縄薄まANC力泣沈国民勲)‰イ

ンカタ10%と政海蛾こ「いい数寄であった

でき過ぎていておかしい」という声動潜るも

のの「これでいい」というのか南アの人々

三朝爛ナ止め方であるような

親既締まANC力選挙約二発表したRDP

綾輿弼雷†回りをもとに政窮を菊子していく。

大きな柱として「人間としての基軸鯉沼をお

くれるよう、坐雇第年を整えていく動力法る。

しかし遠藤自大噺有しているものをお

ぴやかさ曲、と公約しているなかで、伊励ま国

土の釘%を白人力所有してい翻、その土

地を奪わずこどうやって黒人力堆むための100万

戸棚妾薙作るのか? RDP予算暇ン

ド)カそれまでの事務とぼ滴韻(耽憶ラン

ド)を必要とするかどうやって瞬繰す

るのかといったように開園丸噸している。

川崎さん垢託印象酢だった事があるo繊ま

会う人ごとに輸、たそうであ㌫堆ら(自刃

を許せる加と。チコ錯鰭韻嫁だった弟を
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ゾウェトで殺されている)は、しばらくして

中エス」と答えた。 「許せなし弼まある。

彼ら白人は謝っていないのだから」 。しかし

郎年間獄中にいたマンデイラが許すといっ

ているのに許さないといえる批評さなi刑ま

平和な暮らuまないのだから」 。

彼の書籍こ、苦しみを経て昇華された人間の

生き方を見る思l \かしだ。

③シンポジウム輯藤城轟沈こついて

これまでの潅韻蔽告をしたい

〃柳 第1

南アにかかわってき清岡大グ)レ一刀こよび

かすての最批齢

今後南アとの難系をどのようにもっていこ

うとしているのか恵晃を出しあった。

・反ア杓レトヘイトで南アフリカとつながって

きた聞勧多いア川レトヘイトが終わった今

後、どうしていくのか,

・日本政府と南アフリカ蘭島日本政府と日本

のNGO、南アフリカのNGOと日本のNGO

といったように多角醒摸孫を作ることができる

可能腔が滋)る。

・日本のNGOとしては南アの5万4千のN

GOとつないでいきたい

・ 13億ドルの日本の援助の中勤ま?

といっ瀦醇次の方向をきめた。

第十二南アフリカにかかわる日本のNGO

によびかすて、次のことを価額する。劇中それ

の専アフリカのす-トナ「こアンケートを送り、

楠アフリカ騙勤荷のもとでの変化をどのよう

に効ナ止めている力士 蛾勤の方向性を

どう考えているか」等、南アフリカのNGOの

憲晃を伝えてもらう。また、南ア現地で上詞の

NGO!擦ってもらい前述したこ高を謙譲

u閲地の意見としてまとめてはしいが∴可能か

どうか打診している。

第二にRDPを基に南アフリカ建艶がなさ

れるので、その勉強会を申′じにシンポジウム準

備グループ劃九一面鏡弱ナ公開勉強会を擬態す

る(当日、華麗局長 周謁がRDPの既露朔

レポートを行った) 。

国掬開発センタ「坊喜藤蓮轍さんに楠アフ

リカへの経済協力」について、解説をしていた

だいた(レジュメは醗こあるので必要なか

たは遽絹を) 。続面の菩隠士璧馳諌口らせでき

ないが今後の方向につながるものをいくつか

紹介させていただく。

高橋ざ砧も日碗嫉援眈民謡繋NG

O脇勅刺すこ分析を行った。

日本蜘楠琵妨こついて「摘乾き閲をさせるこ

と」によって自国醐する事が
必要であり、 「アフリカ日本脇議会」にはぜ

ひ、 ODAの監視をやってもらいたいと締ま

れた。

それを受ナこ、 ODAの監轍こくよ現地のN

GOとのネットワークによる連携したカが必要

不可欠自動であることも確認された。

第2園シンポ準隋会合では南アフリカのN

GOへのアンケート案文および田鶴、の

呼びかナ文が提出され実行する塾こなった,趣

憲詞封/嗣軒である。第ヨ亜論は 8月19日

(金)劇寺より、苺閲諸掛\て。

せく英一鮪にシンポジウムを削ってゆきまし

ょう。スタッフ、ボランティア襲賃中

(シンポ輔グ)レープ長戸頓理)

*「轍ナ醐ま同封のピンク
のチラシをみてね!

国話題患



R D P (Reconstruction Develop皿ent Progr狐皿e)

復興二匡南発の基礎

RD Pとは繭アの経済復興政策の枠組み

である∴ANCの公約として発表したプロ
グラムであるが、選挙後の連立政権におい

ても新南アフリカ政府がRDPをもとに復

興開発計画を押し進めていくことを宣言し
ている。

RDPには、政府が今後5年間で達成す

べき多くの目標が定められており、その遂

行にあたっては、コミュニティー、開発団

体、企業、労働者、 NGOや研究機関とも

広く共同して進めていく方針である。

6つの基本姿勢は下請のとおり。

・総合的持続可能なプログラム

・人々によって遂行される過程を踏む

・全ての国民への平和と安全の確立

・国家建設・国づくり

・復興と開発のリンク

・南アフリカの民主化

非都市地域に密接に関わるいくつかの目標
は以下のとおり。

公共事業計画
雇用の提供、上水道、下水道、道路などの

基本的インフラの提供。公共事業を遂行す

る事に絡めての教育と職業(技術)訓練の

提供。

巨星圏国語園堅塁

5年以内に南アフリカの土地の30%の分

配。 (1)強制的に移住させられた場合の土地

返還請求裁判(2)土地を必要とするが、購入

する余裕のない人々に土地の獲得を援助す

る土地再分配。

イ主宅
5年間で100万戸の住宅建設。建設のた

めの補助金は政府から提供される。

」二水 - 「ご水道聾窒備
2年以内に全ての人に20へ30リットル

の清潔な水の提供。

2年以内にサニタリー(トイレ等)などの

下水設備とごみ収集施設の提供e

臨童画歴薗国璽
6才以下の子供と孤児に対しては直ちに公

立病院等での無料診療の提供。

社会保障とニネ霞祉
6 0才で国家による年金の支給。

社会保障・福祉システムの再構築o

孝女育
公立の学校における1 0年生以下の無料教

育。労働者、女性に重点をおいた全国成人

基礎教育計画の施行。

二王ネル二手一・竃気
一 畳曇長屋董

2000年までに250万世帯への亀気の

供給。 2年以内に全ての学校と病院への電

話の設置。

産業 一 貿易 一通商
5年間で5%の経済成長、 30万人分の雇

用の創出。小規模企業の促進

匿董!賢董

商業的農業への支援による、食料生琵・雇

用の増大。小規模農業への支援改善。農場

労働者の権利拡大

鉱業 一 鉱物
鉱業権の政府への返還。鉱山労勘考の待遇

改善。

異才政
貸付の際の人種差別撤廃
コミュニティーバンクの促進
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頁です。編集
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ということて
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いに、現在
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≪まう帰 り なさしヽ≫
このコーナーは会員が所属するNGOなどの帰国報告会の報告を、主にお知らせする

頁です。編集担当者が行くことの叶わない地域で開催されるものに関しては、こちら
から主催者に原稿依頼をさせていただきます。もちろん投稿も大歓迎です。

ということで、第l回目は7月26日に東京・飯田橋の労政会館で行われた『緑のサ

ヘル』の帰国報告会の報告です。

『緑のサヘル』 の帰国辛皮告会 幸艮告
『緑のサヘル』が活動する国は、アフ

リカ大陸の中央やや北より。気候は南
部がサバンナ気候、中部はステップ気
候、北部はサハラ気候になる。地形は
北部にはティべテイス山地とエネデイ
高原があるが、中部から商都にかけて
の大半は、平坦な低地でチャド湖盆を
なしている。
このようなチャドの南部シャリ川沿

いに、現在・『緑のサヘル』が活動する

バイリ村がある。
この村で『緑のサヘル』は、適正技

術の普及、林業の指導、農業指導を3
本柱として、活動を行っている。
適正技術の普及ということで力を入

れている``改良カマ巨の普及は、煮′

炊きに使う薪の量が35へ50%減るとい

う、目に見える成果を得ることができ
た。林業においては、環境と換金作物
という視点から植林を進めているが、
日本人が一方的に苗木を配布してもい
いのか、それが持続可能な林業となり
えるのかという問題もあり、地元のバ
イリ村が所属するバイリ郡内の農民組
合員を対象に、育苗や苗木定植の講習
などを行っている。農業では、澄渡設
備の建設、乾期に収穫できる野菜作り
の指導、稲作の指導などを行っている。
また、乱獲によってシャリ川の漁獲

高が減ったために、 3本柱のなかには

含まれていないが、本年から淡水魚養
殖を開始した。
ざっと、 『緑のサヘル』の活動の紹

介をしたが、当日、管用、中川両氏の
報告及び会場からの質問で、これはと
思えたものをいくつか紹介する。

まず「農民組合」のことである。共
に生活の改善を目指そうと活動を進め
ていても、所詮『緑のサヘル』は外組
の組織である。外部のものが半永久的
に続けるべきものではない。そう考え
ると、やはり地元の組織である「農民

組合」を中心に住民が参加できるもの
に、活動のあり方を少しずつ変えてい
く必要がある。・この件に関しては『緑

のサヘル』も、積極的に考えている。
次に、この人材育成を含め「農民組

合」の活動の活性化のための、資金の
問題がある。資金に関しては、地元住
民や1NGOである『緑のサヘル』が
担いきれるものではない。チャンスが
あれば、日本のODAなどの資金援助
を仰ぎたいが、チャドの政情不安から
派生する諸問題があるため、援助対象
国になっていない。資金問題を解決す
る、新たな方策が求められている。
最後に、生活の根本を担う女性が力
をつけるためのプログラムの実施であ
る。例えば、 ``改良カマ甲の普及を

考えてみよう。カマドを使い煮炊きを
行っているのは女性である。この女性
がα改良カマド’’を使う意義、そして

便利さを理解しなければ、真の普及と
はいかないであろう。そして、トータ
ルで女性が力をつけなければ、生活の

改善にならな/いであろう○ 『緑のサヘ

ル』では、この春から女性メンバーが
現地に赴き、女性達の話を聞き、生活
に根ざした改革をはじめている。女性
達と共に進める生活改革の報告を、ぜ
ひ聞きたいものである。
(報告 本田真智子)
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ア=フ リ ブプ理解講座
フアプ リ ブコを見る 目

アフリカ理解講座第3回は、 7月21

日、飯田橋の東京都労政会館において

開催されました。今回は「アフリカ部

族の現在(いま) 」という題で、新潟

国際情報大学の原口武彦氏を講師に迎

えて、西アフリカのコート・ジボワー

ル共和国のアビジャン市を中心に「部

族」とそれにまつわる「言語」の問題
を、 30年間ほど研究されてきたことを

中心に語っていただきました。

アフリカで発生する様々な出来事の

説明のなかに登場する「部族」とは、

一体どのような性格の集団的枠組みな

のだろうか。サハラ以南のアフリカに

は、 48の国家と、 800以上の部族が存在

する。その中でコート・ジポワールは、

人口約1100万人で、最大部族のバウレ

族を中心におよそ60の部族が共住して

いる。ここで「言語」の問題に焦点を

当てて考えてみると、およそ60の異な

った部族語が共存することになる。そ

して植民地化以降はフランス語が公用

語、教育用語として取り決められた○

しかし、元来およそ60以上の部族語

が共存している国に、フランス語だけ

を公用語とすると、どういうことが起
こるのだろうか。そこではフランス語

そのものの変質が発生し、 「ムサ・フ

ランス語」という特殊言語が成立する

結果を生み出した。 「ムサ」とは西ア

フリカ北西部のマンデ諮文化圏におけ

る最も代表的な男子名で、日本語でい

えば「太郎」といったところだろうか。
この「ムサ・フランス語」が一定の市

民権を得るようになり、都会に出てき

た他民族の人との交流を支えてきた。

自分の部族語の他に他部族の言葉を

話せる人が多く、 「ムサ・フランス語」

と共にアビジャン市民のなかに、根強

い生命力を有しているのが、ジュラ語

である。これは市場での取引などに便

辛皮害
われる商人の言葉である。もちろん公

用語ではないが、自然発生的に広まり、

6へ7割の庶民が使いこなしている。

さて、ここでジュラ藷の歌が流れ、

何を歌っているのかと言うクイズが出

された。 ♪AMINATA, KANA

KASI DEN KO LA…

という歌詞だが、最初のアミナタ(A

MINATA)とは女性の代表的な名

前で、カナカシ(KANA KASI)

は“泣くなよ,,と訳されている。これ

は子供の産まれない女性に対する励ま

しの歌だそうだ。

このような言語は、文化の面から見

て歌という口承手段では語り継がれる

が、文学は生み出さない。

また、条件の異なった文化の中で生

まれたフランス語を初等教育から徹底

させることは、児童の鰭稗的発育を蛎

は文化を歪めることになりかねない。
このため1977年に「教育改革法」を支

える理念の検討が行われた。ここで公

教育における諸民族語の導入は、コー

ト・ジポウールの国民的統-と文化遺

産の再評価のための一要素である、と

認識されねばならないという意見が出
された。

しかし、この理念を打ち出したのは

一部の知識人であり、現に実際初等教

育を受けている児童にとっては、なん

ら事態は変わっていない、と原口氏は

指摘する。ごく親しい人間の中でその
グループが持つ言葉で、会話ができる

のは良いが、この理念には再考が必要

である、と同氏はつけ加えた。

現代の国際秩序の基礎単位である国

家の中で、いくつもの部族が共存する

というアフリカの現状を知ることは、

私たちのアフリカ理解にとって意味の

あることである。

(アフリカ理解講座ボランティア

徳光理江子)

国易種患



最近のプデフ リ ブプ ー ニュー_ニ乙女Pら

「戦火の中のラジオ」 Ak「anc Chc爪下n, “

Radios de guerre’’ .Le Monde,21 juill

et 1994.

ラジオは旧ユーゴやソマリア、イラク、

クェートなどで戦火の人々に届いている。

これは、国際赤十字C工C恥の指導下、イギ

リスのNGOの支援でBBCが流してい

る。第2次世界大戦中、収容所の囚人達

が離散家族の捜索を依頼した紙を入れた
ビンを海に流した。国際赤十字がこれを

集積したのが雪の始まりで、それをBB

Cの嵐adio寸i血が受け継いだ。この放送

は実績と信用を得てきたが、ルワンダで

はあまりに夢のような内容のため、離散

家族の情報網としては即座には信用され
ていない。

ラジオは他の分野にも利用されている。

地雷除去の情報や教育の流布に役立って
いる。国境なき医師団MSFは食料や医

薬品配給の情報源として使っているし、
ルワンダ用にザイールに「人道的サービ

ス情報」のラジオ・プロジェクトも6月

より設立した。 MSFは人道的サービス

の一貫として、戦争でトラウマ状態の人

々がラジオを通じて話し合い、痛みを共

有する方法を考えている。

東欧の民主化はメディアの情報がきっ
かけだった。しかしユーゴやアラブでは

テレビの電波が入りにくい。ましてや、

アフリカでは文盲率が依然として高い。

そこで、ラジオが重要な鍵を握る。その

重要さを物語る例として、ソマリアのラ
ジオ・モガディシオがアイティード将軍

と国連軍の間を取り持ったことや、ルワ

ンダでは逆にルワンダ憂国戦線FPRが

ラジオ局を占拠したことが挙げられる。

人道であろうと、政治的プロパガンダで

あろうと、これは介入のメディアである。
つまり、サービスの提供だけではなく、

秘密情報をいかに密閉するかも意味する。
中立を維持するのは難しく、レポーター

もスイス人を使うことが多い。フランス
が人道的サービスのラジオ設立の融資を

提案したときも、ブルンジ政府は関係国
から申立のジャーナリストと国連が認め

た中立のラジオ局という条件を出した。

中立のラジオは冷戦中に多く設立された
が、今日、その数は減少してきている。

今月のプア二ブリブコ ー イーミニ/ト

鮎旧柄「問両用帰古口9
海・潮・音 -三浦環境芸術の祭典へ

8月2〇日(土)-8月24日(水)

毎回18:30へ

京急油壷マリンパーク内

野外特設ステージ

都内問い合わせ:勅l章-シヨン3233-1933

総合問い合わせ:

三浦市教育委員会0468-82-1 1 1 1

ユ症・用用川上掴一出陣
8月22 ・ 23 ・ 24日

1 9 :○○へ

新宿ルミネホールAC丁(鵜原ネ2)

前売り55〇〇円 当日60〇〇円

蓬髪讃麗

A= Being Togethe「 ’94

L。∨。 & P。a。。 Africa

8月29日(月) 13:00-16:00

全郵政会館 即

会員2、 5〇〇円 非会員3、 〇〇〇円

問い合わせ:A= Being Together事務局

TEし/FAXO3-3了60-6522

ドラマーズ・ポ〃ブルンジ

8月29日(月) 19:○○へ

武蔵野市民文化会館大ホール

料金1、 00〇円

問い合わせこ

武蔵野市企画課0422-51吋131

-
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会辛皮発行の婁隻手多
会員と事務局、会員と運営委員、そし
て会員同士を結ぶものが必要ではない

かという憲見や、もっと会員サービス

をしなくてはいけないのではないか、

といった考えが、運営委員の中から出、

会報を発行する運びとなりました。会

報発行は7月9日に開催しました、会

員の集いでもみなさまにお知らせしま

したとおりです。ただし、今回は第l

号というよりは、準備号というかたち

で発行し、広くみなさまの意見を募り

たいと、考えております。そして、会

員のみなさまの薫風を反映した編集内

容にしたいと思っておりますので、ぜ

ひとも様々な感想・意見を事務局内の

会報編集部あてに、お送りください。

また、今後みなさまの憲兄を取り入れ

て、様々なコーナーを設けていく予定

です。会報が充実したものになるのに

は、会員のみなさまの協力が必要不可

欠です。ぜひとも投稿や編集作業で協

力ください。

お矢口らせ
◎投稿を

会報では、 NGOの帰国報告、イベン

トの報告、アフリカ体験報告、提言な

ど様々な請書を募集しています。もち

ろん、こちらからも原稿執筆依頼の連

絡をさせていただきますが、会員のみ

なさまが積極的に会報を活用し、互い

に経験の共有ができればよいと考えて
おります。みなさん、ぜひとも投稿を

お寄せください。

◎会員交流コーナーへこ連絡を

互いの持っているものを会員間で交換

し、交流を計っていくコーナーです。

自分の持っているノウハウを提供した
い、またはこういうノウハウを持って

いる人を探している、教えます、教え

て欲しい、探してます、ゆずって下さ

い、など基本的に協議会の趣旨さえは

ずさなければなんでも構いません。投

稿は、目的(ex.探してます、教えて下

さい、ゆずります)、主旨、連絡先を

簡潔にまとめ、会報編集部まで。

◎データべ-ス作成のための

アンケートにこ協力を

同封しましたアンケートは、会の趣旨

であるデータべ-スによるネットワー

ク作りの第1歩となるものです。ぜひ

ともみなさん記入の上、データベース

作成委員会までお送りください。

ー
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◎ルワンダ調査派遣のための寄付を

同封しましたルワンダ調査派遣の寄付

を募っております。今、ルワンダ国内
はどうなっているのか、難民帰還のた

めに必要なものはなんなのか。こうい

った肝心の情報が日本ではなかなか入

手できません。協議会が低い視線のと

ころから、調査することは価値のある

ことだと思います。もちろん、この調

査の内容などは会報やFAXリリース

でみなさまにお知らせいたします。

☆語彙後記★

会報を出そうと決めてみなさまのお手

元に層くまで、幾星霜(ウソ!笑)。
しかし、なんとか形になり、まずは準

備号とし、発行できて、ホッ晋として
います。次号は、ルワンダとシンポジ

ウムの情報をお届けする予定です。

アフリカで呑みはぐれないための

会話講座① スワヒリ語

「Pombe (ビールリ」と、酒場

で叫べばビールが手に入ります。また、

もっと呑みたあへい王 と思ったら

「Nyingine (おかわりe))」

と云ってください。紳士淑女の方は

「Tafadhali nipe

pombe nyingine」で、
どうぞ。

今回協力してくださったのは、平手重

幸さんでした。
ぐpo申)


